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初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
新
緑
の
も
み
じ
が
美
し
い
季
節
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
本
年
の
一
宮
花
し
ょ
う
ぶ
園
は
懸
念
さ
れ
て
い
た
害
獣
に
よ
る
被
害
も

な
く
、
三
月
下
旬
か
ら
四
月
中
旬
に
か
け
て
菜
種
梅
雨
の
恵
み
を
戴
き
、
美
し

い
花
々
の
開
花
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
御
神
域
の
力
強
い
緑
を
背
景
に
眺
め

る
花
菖
蒲
の
風
情
は
格
別
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
の
御
例
祭
で
は
小
國
神
社
御
庭
焼
き
「
遠
州
み
も
ろ
焼
き
別
所

窯
」
に
て
焼
き
上
げ
た
瓶
子
に
古
式
神
酒
を
満
た
し
、
御
神
前
に
奉
献
致
し
ま

し
た
。
こ
の
瓶
子
は
窯
主
の
田
米
和
好
氏
が
鎌
倉
時
代
の
古
瀬
戸
の
瓶
子
を
モ

チ
ー
フ
に
紐
作
り
の
技
法
で
成
形
さ
れ
た
逸
品
で
す
。
瓶
子
と
は
主
に
酒
器
と

し
て
使
わ
れ
、
祭
典
で
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
祭
具
で
す
。
日
本
の
神
々

と
酒
の
関
わ
り
の
深
さ
を
「
御
神
酒
上
が
ら
ぬ
神
は
な
し
」
と
酒
客
が
冗
談
を

言
わ
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
の
命
の
源
で
あ
る
米
か
ら
作
ら
れ
る
酒
は
特
に
大
切

な
お
供
え
物
の
一
つ
と
し
て
今
日
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く
大
前
に
供
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
御
神
域
の
豊
か
な
恵
み
と
陶
工
の
確
か
な
技
術
に
よ
っ

て
丁
寧
に
創
り
出
さ
れ
た
祭
具
を
使
い
大
祭
が
御
奉
仕
で
き
ま
し
た
こ
と
は
誠

に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
や
人
口
の
都
市
部
集
中
に
よ
る
急
速
な
地
方

過
疎
化
の
危
機
を
受
け
、
官
民
と
も
に
地
域
や
地
方
の
自
立
が
様
々
に
模
索
さ

れ
る
中
、
「
地
域
力
」
の
強
化
が
注
目
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
社
と
は
そ
の
土

地
で
生
活
を
営
む
人
々
の
安
寧
を
祈
る
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
古
来
よ
り
、

「
祭
り
」
を
通
し
て
地
域
と
の
共
同
体
意
識
を
育
ん
で
き
た
歴
史
的
事
実
が
あ

り
ま
す
。
「
祭
り
」
が
執
り
行
わ
れ
る
過
程
で
様
々
な
人
々
と
の
関
わ
り
合
い

の
中
、
「
む
か
し
、
い
ま
、
こ
れ
か
ら
」
の
世
代
間
を
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
心

が
通
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
意
識
は
郷
土
愛
へ
と
広
が
り
、
地
域
を
自
分
た
ち

の
手
で
護
り
、
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
意
識
が
自
然
と
高
ま
り
ま
す
。
こ

う
し
て
生
ま
れ
た
「
心
の
環
」
は
、
人
間
的
絆
を
携
え
た
「
地
域
力
」
と
な
り

ま
す
。

　

森
町
に
は
、
私
た
ち
の
祖
先
が
神
々
の
恵
み
に
感
謝
し
護
り
伝
え
て
き
た
貴

重
な
神
事
祭
礼
文
化
が
数
多
く
現
存
し
て
お
り
ま
す
。
今
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な

文
化
が
育
ん
で
き
た
地
域
性
を
深
く
見
つ
め
直
し
、
伝
統
文
化
を
柱
と
し
た
地

域
作
り
が
大
切
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

神
々
の
恵
みへ

い
し

お　

 

み　

 

き
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例
祭
の
斎
行

神幸祭の神輿渡御（4月19日）だいこく様役の村松博之様（4月19日）

古式十二段舞楽「色香舞」の奉奏（4月18日）

勅使役の森町議会議長の榊原淑友様（4月19日）

宮司以下奉仕者の参進（4月18日）

御例祭にて使用された瓶子（作：田米和好氏）

　
例
祭
と
は
、
御
祭
神
に
特
別
の
由
緒
あ
る

日
に
斎
行
さ
れ
る
最
も
重
要
な
お
祭
り
で
す
。

本
年
の
例
祭
期
間
は
、
四
月
十
七
日
（
金
）

に
前
日
祭
、
十
八
日
（
土
）
に
例
祭
、
十
九

日
（
日
）
に
神
幸
祭
を
斎
行
。
そ
れ
ぞ
れ
関

係
各
位
ご
参
列
の
も
と
厳
粛
且
つ
盛
大
裡
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
四
月
十
九
日
（
日
）
に
斎
行
の
神
幸
祭
で

は
、
御
本
殿
よ
り
神
輿
に
神
様
が
お
遷
り
に

な
り
、
神
輿
役
、
神
職
、
伶
人
、
神
宝
捧
持

奉
仕
者
・
巫
女
舞
奉
仕
者
・
稚
児
行
列
奉
仕

者
等
約
一
六
〇
名
の
行
列
が
な
さ
れ
、
神
輿

渡
御
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
幸
所
に
て
舞
楽

奉
仕
者
の
行
列
が
合
流
し
神
幸
所
祭
が
賑
々

し
く
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
続
き
、
大
宝
元
年
の
勅
使
参
向
の
時
代

絵
巻
を
再
現
し
た
勅
使
行
列
が
第
一
鳥
居
で

合
流
し
、
拝
殿
に
て
還
幸
祭
を
斎
行
い
た
し

ま
し
た
。
本
年
の
勅
使
役
は
森
町
議
会
議
長

の
榊
原
淑
友
様
に
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
八
日
・
十
九
日
の
両
日
に
は
国

指
定
重
要
無
形
文
化
財
指
定
の
古
式
十
二
段

舞
楽
が
古
式
舞
楽
師
匠
会
の
指
導
の
も
と
氏

子
青
年
会
と
地
元
小
学
生
が
中
心
と
な
り
奉

奏
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
境
内
で
は
弓
道

愛
好
会
に
よ
る
大
弓
会
や
新
茶
の
手
揉
み
の

実
演
が
催
さ
れ
る
な
ど
、
終
日
参
拝
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
小
國
大
神
様
を
称
え
、
大
神
様
の
も
と
に

地
域
の
人
々
が
集
ま
り
日
々
の
感
謝
を
申
し

上
げ
、
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
で
大

神
様
の
ご
神
徳
は
よ
り
輝
き
威
を
増
し
ま
す
。

氏
子
崇
敬
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

小
國
神
社
御
庭
焼
き

「
遠
州
み
も
ろ
焼
き
」の
瓶
子
が
完
成
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（
敬
称
略
）

古
式
舞
楽
奉
仕
者
御
芳
名

白
幡
　
富
幸                

大
場
　
　
篤                

大
塲
喜
久
司

天
野
智
加
志

小
澤
　
廣
一

大
場
　
詞
信

内
藤
　
明
廣

高
木
　
　
誠

鶴
見
　
俊
之

小
林
　
　
隆

鈴
木
　
勝
幸

時
田
　
菱
永

大
場
　
脩
平

大
木
　
雄
稀

藤
田
　
陽
翔

大
場
　
隼
磨

建
部
　
春
久

嶋
田
　
拓
真

鈴
木
　
　
優

朝
比
奈
　
斉

鈴
木
　
勝
浩

天
野
　
徳
重

天
野
大
易
慈

白
幡
磨
佐
彦

岩
瀬
　
公
紀

佐
野
　
泰
隆

西
尾
　
　
享

鈴
木
　
昌
人

成
瀬
　
満
雅

野
口
　
雅
人

鈴
木
　
章
夫

小
川
　
正
恭

嶋
田
　
秀
邦

山
本
　
　
勉

鈴
木
　
裕
也

内
山
　
敬
浩

村
松
浩
一
郎

鈴
木
　
聖
也

内
山
　
智
昭

指
南
役           

副
指
南
役

行
　
頭

行
　
事

衣
裳
方

師
　
匠

衣
裳
方

稚
　
児

太
平
楽

色
　
香

安
　
摩

二
の
舞

陵
　
王

納
蘇
利

獅
　
子

平成27年舞楽人一同（4月19日）

（
敬
称
略
）

太
平
楽
・
稚
児
舞
・
巫
女
舞

    

奉
仕
者
御
芳
名

㈱
阿
部

大
石
糀
店

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス

　
　
　
　
エ
ム・エ
ス・シ
ー

㈱
村
上
社
寺
工
芸
社

㈱
三
永

㈱
三
愛
工
芸

倉
見
建
設
㈱

リ
リ
ー
フ
㈱

常
陸
神
宝
㈱

大
沼
建
設
㈱ 

㈲
政
和
電
気

春
日
屋
青
果
店

㈲
宮
崎
モ
ー
タ
ー
ス

小
國
こ
と
ま
ち
横
丁

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

㈱
長
谷
川
製
作
所

榛
葉
工
芸

京
都
奉
製
㈱ 

み
ど
り
写
真
館

岡
野
建
設
㈱

㈱
Ｐ
Ｒ
Ｏ
ハ
イ・サ
ー
ビ
ス

㈱
さ
の
や
会
館

㈱
小
倉
商
店

㈲
浦
野
モ
ー
タ
ー
ス

セ
コ
ム
㈱
磐
田
支
社

㈲
丸
井
紙
店 

盟
和
製
作
所

㈲
小
島
屋
松
鶴

栃
木
県

森　

町

袋
井
市

兵
庫
県

森　

町

茨
城
県

森　

町

森　

町

茨
城
県

森　

町

森　

町

袋
井
市

森　

町

森　

町

神
奈
川
県

埼
玉
県

島
田
市

京
都
府

森　

町

森　

町

磐
田
市

袋
井
市

森　

町

森　

町

磐
田
市

山
梨
県

茨
城
県

袋
井
市

ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
森
町
工
場

㈱
鈴
木
長
十
商
店

㈱
ネ
ク
サ
ス

　

 

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

か
ん
な
び

㈱
久
米
吉

㈲
太
田
茶
店

保
食
や

青
木
恒
産

㈱
佐
野
鳶
工
業

マ
ル
ミ
塗
装

ス
リ
ー
ツ
リ
ー
ズ
ゆ
う
成

清
水
商
店

遠
州
み
も
ろ
焼

神
宏
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
デ
イ
ト
ナ

㈱
大
塚
彫
刻
工
芸

髙
木
建
築

森
の
ど
う
ぶ
つ
病
院

㈲
森
町
ゆ
ら
ら

鈴
伍
酒
店

理
容
タ
カ
ギ

森
の
び
よ
う
し
つ

フ
ナ
ギ
テ
ッ
ケ
ン
㈱

三
木
の
里
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

一
ノ
宮
郵
便
局

松
田
歯
科
医
院

入
鹿
ハ
ム

㈲
ア
マ
ノ

宮
の
市
・
セ
ル
フ

　

 
一
宮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

㈲
今
泉
土
木

㈲
大
井
製
作
所

加
藤
修
・
孝
尚
事
務
所

ユ
ー
シ
ン
㈱

㈱
ア
コ
ル
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ

カ
ル
ト
㈱

㈲
オ
ー
キ
ッ
ド

亀
山
鋹
男

共
栄
土
建

㈱
日
本
温
装
工
業

㈱
袴
田
製
作
所
森
町
工
場

エ
ム
ケ
イ
デ
ン
キ

百
々
や

㈱
ハ
マ
ネ
ツ
森
工
場

深
井
無
線
工
業
㈱
森
工
場

㈲
ア
カ
ネ
造
園
土
木

㈲
一
木
機
械
店

日
本
工
機
㈱

大
同
Ｄ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

静
岡
工
場

暁
雲
窯

㈱
ザ
・
フ
ォ
レ
ス
ト

　
　

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

鈴
木
土
建
㈱

㈱
菓
匠　

あ
さ
お
か

ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン

　
　
　
　

 

タ
カ
ヤ
ナ
ギ

高
柳
米
穀
店

旭
自
動
車

㈲
富
士
鉄
工

㈲
大
寶
建
設

松
ヶ
谷
診
療
所

㈲
渡
辺
防
水
工
事

ス
ナ
ッ
ク
カ
ラ
オ
ケ
蘭

㈲
遠
州
ボ
デ
ィ
ー

カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
オ
オ
タ

野
口
園

さ
く
ら
水
道

鈴
木
三
千
雄

㈲
す
ず
き
工
業

遠
州
森　

鈴
木
農
園
㈱

あ
さ
ひ
な
㈱

㈱
伸
孝

㈱
ダ
イ
ゴ

㈲
朝
比
奈
造
園

㈱
鈴
木
建
装

㈲
西
尾
工
務
店

遠
州
中
央
農
協
園
田
支
店

長
岡
香
料
㈱
静
岡
工
場

サ
ン
フ
ー
ド
機
販
㈱
静
岡
工
場

㈲
北
島
電
気
工
業

㈲
守
屋
モ
ー
タ
ー

㈲
ム
ラ
マ
ツ
住
建

内
山
商
会
山
梨
店

山
本
フ
ミ
コ
美
容
室

美
容
室
た
け
し
の
店

㈱
太
雄
工
業

西
村
医
院

ぴ
あ
タ
ウ
ン
シ
ャ
ト
ー
中
川

金
山
化
成
㈱
シ
ズ
オ
カ
工
場

ヤ
ス
マ
㈱
静
岡
工
場

㈱
山
本
環
境
整
備

か
ね
と
よ
㈱

㈱
ツ
カ
モ
ト

㈲
栄
産
業

杉
本
金
属
工
業
㈱

田
中
屋
酒
店

㈲
金
原
石
油

㈱
家
本
工
務
店

家
本
建
機
工
業
㈱

鈴
木
美
容
院

三
幸
産
業
㈱

な
か
ね
美
容
室

㈲
イ
ン
テ
リ
ア
村
松

東
京
理
容

㈱
や
ま
ひ
ろ
関
東
工
場

豊
一
商
店

㈲
石
田
茶
店

鈴
木
次
郎
商
店

松
浦
製
茶
㈱

栗
田
商
店

長
谷
川
建
具
店

台
日
レ
ス
ト
ラ
ン 

太平楽

大場　隼磨・建部　春久
嶋田　拓真・鈴木　　優

稚児舞

時田　菱永・大場　脩平
大木　雄稀・藤田　陽翔

巫女舞

田代菜奈穂・内山　陽花
鈴木　美沙・大塲　　檜



咲き揃った門前の江戸彼岸群枝垂れ桜（３月２4日）

　
四
月
十
六
日（
木
）午
前
九
時
三
〇
分
よ
り

献
茶
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
献
茶

祭
は
、
銘
茶
の
産
地
と
し
て
全
国
的
に
も
有

名
な
森
町
で
茶
業
を
営
む
方
々
に
よ
り
結
成

さ
れ
た
「
小
國
神
社
献
茶
会
」
が
国
家
の
安

泰
、
国
民
の
繁
栄
、
茶
業
の
振
興
を
祈
り
、

新
茶
を
ご
神
前
に
お
供
え
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
の
献
茶
式
は
煎
茶
道
静
風
流
守
本
湖

堂
様
、
天
野
智
堂
様
の
お
点
前
に
よ
り
ご
奉

仕
い
た
だ
き
、
森
町
茶
商
組
合
組
合
長
島
謙

造
様
、
森
町
長
村
松
藤
雄
様
を
は
じ
め
大
勢

の
皆
様
に
ご
参
列
を
賜
り
ま
し
た
。

　
こ
の
献
茶
式
に
献
上
さ
れ
た
お
茶
と
同
品

質
の
お
茶
が
「
福
徳
神
饌
茶
」
と
し
て
小
國

こ
と
ま
ち
横
丁
に
て
販
売
を
し
て
お
り
ま
す
。

ご
参
拝
の
折
に
是
非
、
ご
賞
味
下
さ
い
。

　
五
月
五
日
（
火
）
の
午
前
十
時
よ
り
端
午

祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
当
社
で
命
名
奉

告
の
ご
祈
祷
を
受
け
ら
れ
た
八
十
名
の
お
子

様
と
、
そ
の
ご
家
族
約
二
百
名
の
方
に
ご
参

列
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
神
様
に
お
子
様
の

こ
れ
ま
で
の
健
や
か
な
成
長
に
感
謝
を
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
今
後
の
ご
加
護
を
お
祈
り

い
た
し
ま
し
た
。
祭
典
後
に
は
お
神
札
と
柏

餅
、
ご
神
域
で
育
ま
れ
た
菖
蒲
と
よ
も
ぎ
の

葉
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。
端
午
の
節
句
は

菖
蒲
の
節
句
と
も
呼
ば
れ
、
も
と
は
宮
中
行

事
と
し
て
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
民
衆
に
広

が
っ
た
伝
統
行
事
で
す
。

　
本
年
の
端
午
祭
で
は
近
年
最
多
の
ご
参
列

を
い
た
だ
き
、
境
内
に
は
子
供
た
ち
の
元
気

な
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　
五
月
六
日
（
水
）
十
一
時
、
芽
吹
き
の
緑

が
鮮
や
か
な
新
緑
の
中
、
本
宮
山
奥
磐
戸
神

社
を
清
々
し
い
黒
文
字
の
木
で
飾
り
、
責
任

役
員
様
を
始
め
氏
子
崇
敬
者
約
六
十
余
名

の
ご
参
列
の
も
と
、
厳
粛
に
斎
行
い
た
し
ま

し
た
。

　
直
会
で
は
遠
州
灘
を
遥
か
に
望
み
な
が
ら

古
式
神
酒
と
旬
の
初
鰹
の
刺
身
を
頂
き
、
ご

神
恩
に
感
謝
い
た
し
ま
し
た
。

　
毎
月
六
日
に
は
本
宮
山
月
次
祭
が
執
り
行

わ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
列
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ご
登
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
奥
磐
戸
神
社
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
当
社
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
下
さ
い
。

献茶式のお点前　守本湖堂様（4月16日）

端午祭にて菖蒲とよもぎの授与（5月5日）

本宮山青葉祭ご参列の皆様（5月5日）

宮代神饌田「御田植祭」にて旭が丘中学校生徒によるご奉仕（平成２6年６月5日）

献
茶
祭
の
斎
行

端
午
祭
の
斎
行

本
宮
山
青
葉
祭
の
斎
行
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表彰を受ける白幡指南役（３月２4日）

小國神社　御庭焼き「遠州みもろ焼き」の新作（4月21日）

LED照明設置後の殿内（4月10日）

お
に   

い
た

　

森
町
に
は
明
治
の
開
窯
よ
り
受
け
継
が
れ

て
き
た
焼
き
物
「
森
山
焼
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
窯
元
の
一
つ
で
あ
る
田
米
陶
房
が
境
内

を
流
れ
る
別
所
沢
の
ほ
と
り
に
窯
を
構
え
、

次
代
の
焼
き
物
と
し
て
「
み
も
ろ
焼
」
を
作

陶
し
て
い
ま
す
。

　

「
み
も
ろ
焼
」
の
最
大
の
特
徴
は
ご
神
域

の
神
杉
の
落
ち
葉
や
宮
川
沿
い
か
ら
産
出
す

る
鬼
板
な
ど
自
然
の
恵
み
か
ら
釉
薬
を
創
り

作
品
の
彩
り
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
み
も
ろ
」
と
は
神
々
の
鎮
ま
る
神
聖
な

場
所
を
意
味
し
ま
す
。
ご
神
域
で
作
陶
か
ら

焼
き
上
げ
を
行
う
陶
房
は
全
国
的
に
も
大
変

珍
し
く
、
開
窯
よ
り
三
年
目
を
迎
え
県
内
外

よ
り
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
参
拝
の
折
に
は
美
し
い
陶
器
の
数
々
に

宿
る
大
神
様
の
お
恵
み
と
確
か
な
技
術
で
表

現
さ
れ
た
窯
主
の
思
い
を
感
じ
て
下
さ
い
。

　

こ
の
度
、
当
社
の
崇
敬
者
で
あ
り
ま
す
㈲

政
和
電
気
会
長
中
根
省
二
様
の
ご
厚
志
に
よ

り
、
拝
殿
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
一
式
の
ご
奉

納
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り
殿
内

が
明
る
く
清
々
し
く
な
っ
た
と
、
皆
様
か
ら

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

古
く
か
ら「
献
灯
」と
し
て
参
道
や
御
社

殿
に
灯
篭
を
奉
納
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
明
か
り
に
は
元
来
「
火
」が
つ
き

も
の
で
、火
は
清
め
祓
い
に
用
い
ら
れ
る
清
浄

な
も
の
で
す
。
現
在
で
は
火
で
明
か
り
を
取

る
こ
と
は
稀
で
す
が
、
ご
神
前
に
明
か
り
を

献
ず
る
こ
と
は「
明
る
さ
」だ
け
で
な
く
ご
神

域
が
常
に
清
浄
で
あ
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。

　

中
根
様
の
ご
奉
納
に
深
く
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
小
國
大
神
様
の
ご
加
護
を
い
た
だ
か

れ
益
々
の
ご
健
勝
と
お
栄
え
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
当
社
の
国
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
十
二
段
舞
楽
を
永
年
に
亘
り
ご
奉
仕
さ
れ

て
い
る
白
幡
富
幸
指
様
が
、　

伊
豆
屋
伝
八

文
化
振
興
財
団
に
よ
り
そ
の
功
績
を
賞
さ
れ

功
労
賞
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
幡
様
は
昭
和
三
十
七
年
に
舞
楽
奉
仕
を

始
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
は
子
供
舞

の
指
導
、
現
在
で
は
舞
楽
伝
承
の「
指
南
役
」

と
し
て
五
十
余
年
も
の
長
き
間
ご
尽
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
。

　

舞
楽
を
伝
承
す
る
こ
と
は
地
域
の
文
化
を

伝
承
す
る
こ
と
で
あ
り
、
地
域
文
化
を
護
る

こ
と
を
通
し
て
「
日
本
文
化
」
全
体
の
継
承

に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
と
も
次
世
代
に
神
々
を
敬
う
心
と
技

を
護
り
伝
え
、
一
層
の
保
存
伝
承
活
動
が
力

強
く
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

姫烏頭

ー
ヒ
メ
ウ
ズ
ー

斎
庭
の
草
花
●4

　

当
社
は
四
季
折
々
に
自
然
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
豊
か
な
杜
に
包
ま
れ
、
ま
た
普
段

何
気
な
く
見
て
い
る
境
内
に
は
多
く
の
草
花

が
生
き
づ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
紹
介
す
る
御
神
域
に
生
き
づ
く
草
花
の

写
真
の
数
々
は
崇
敬
者
で
お
ら
れ
る
袋
井
市

在
住
の
山
崎
克
巳
氏
の
奉
納
写
真
を
も
と
に

掲
載
を
い
た
し
ま
す
。

ヒ
メ
ウ
ズ
（
姫
烏
頭
）
　
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科

花　

期　

三
月
〜
五
月 

草
丈 

十
五
㎝
〜
二
十
㎝

分　

布　

本
州
・
四
国
・
九
州

　

ヒ
メ
ウ
ズ
は
半
日
影
の
林
縁
な
ど
に
生
え

る
多
年
草
で
す
。

　

花
は
４
㎜
〜
５
㎜
の
小
さ
く
て
目
立
た
な

い
で
す
が
、
可
愛
ら
し
く
清
楚
な
趣
が
あ
り

ま
す
。
花
弁
に
見
え
る
の
は
顎
片
で
中
心
部

に
あ
る
花
弁
も
５
枚
で
、
お
し
べ
を
取
り
囲

む
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
ま
す
。
花
は
白
色

に
ほ
ん
の
り
と
紫
色
を
帯
び
た
穏
や
か
な
色

合
い
で
す
。

　

花
言
葉
は
「
不
変
」
・
「
志
操
堅
固
」

（一財）

白
幡
富
幸
指
南
役
・
伊
伝
財
団

文
化
財
保
護
活
動
表
彰
受
賞

㈲
政
和
電
気
会
長
中
根
省
二
様

拝
殿
L
E
D
照
明
器
具
一
式
の
奉
納

小
國
神
社
御
庭
焼
き

「
遠
州
み
も
ろ
焼
き
別
所
窯
」の
ご
紹
介
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若
葉
の
鮮
や
か
な
緑
で
包
ま
れ
る
新
緑
の

季
節
か
ら
力
強
く
緑
が
深
ま
る
晩
夏
に
か
け

て
は
宮
川
沿
い
の
森
林
浴
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
お

勧
め
で
す
。
森
林
浴
に
は
人
の
気
持
ち
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
免
疫
力
を
高
め
る
効
果
が
あ

る
と
科
学
的
に
も
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
当
社
を
南
北
に
流
れ
る
宮
川
沿
い
で
は
、

若
葉
の
隙
間
か
ら
こ
ぼ
れ
お
ち
る
優
し
い
光

や
爽
や
か
な
そ
よ
風
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
清
流
の
せ
せ
ら
ぎ
や
野
鳥
の
さ
え
ず

り
に
耳
を
傾
け
て
み
る
と
、
よ
り
一
層
穏
や

か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
又
、
高
低
差
が

少
な
く
歩
き
や
す
い
宮
川
沿
い
は
老
若
男

女
問
わ
ず
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
最
適
な
散
策

路
で
す
。

　
普
段
の
生
活
か
ら
少
し
離
れ
、
ご
神
域
に
溢

れ
る
自
然
の
恵
み
を
全
身
で
感
じ
て
下
さ
い
。

宮
川
森
林
浴
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ス
ス
メ

花菖蒲の開花（平成26年6月12日）

門前鳥居横の社号標（3月10日）

新緑と宮川浅敷（4月25日）

　
本
年
の
一
宮
花
し
ょ
う
ぶ
園
の
開
園
は
五

月
二
十
三
日（
土
）か
ら
開
園
い
た
し
ま
す
。

　
当
社
の
花
し
ょ
う
ぶ
園
は
、
昭
和
三
十
五

年
に
ご
神
域
に
点
在
し
て
い
た
野
生
の
花
し

ょ
う
ぶ
を
境
内
地
の
一
角
に
集
め
試
作
を
し

た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
各
地
よ

り
様
々
な
品
種
を
集
め
関
東
系
・
伊
勢
系
の

約
一
三
〇
種
類
・
四
〇
万
本
を
揃
え
、
四
〇

ア
ー
ル
の
面
積
を
有
す
る
一
宮
花
し
ょ
う
ぶ

園
と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。
神
職
と
奉
仕

員
が
心
を
込
め
て
一
株
ず
つ
丁
寧
に
植
え
付

け
を
し
て
い
ま
す
。
五
月
下
旬
か
ら
六
月
下

旬
に
か
け
て
白
・
紫
・
ピ
ン
ク
等
色
と
り
ど

り
に
咲
き
揃
い
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

　
花
の
開
花
情
報
は
当
社
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
内
で
随
時
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
の
上
、
お
越
し
下
さ
い
。

花
菖
蒲
の
開
花

44

ー
社
号
標
ー

し
ゃ  

ご
う  

ひ
ょ
う

　
一
の
鳥
居
横
に
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
石
碑
は
社
号
標
と
呼
ば
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
神
社
の
名
前
を
示
す
も
の
で
す
。
当

社
の
社
号
標
に
は
「
國
幣
小
社
小
國
神
社
」

と
刻
ま
れ
て
お
り
、
社
名
の
上
に
は
社
格
が

表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
格
と
は
明
治
時
代
に
行
わ
れ
た
国
家
に

よ
る
神
社
の
格
付
け
を
意
味
し
ま
す
。
　

　
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
に
は
御
社
格
以
外
に
実

質
的
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
皇
室
と
格
別
の

所
縁
の
あ
っ
た
神
社
を
官
幣
社
、
各
国
の
一

宮
や
地
方
に
お
い
て
特
に
有
力
で
崇
敬
が
篤

い
神
社
を
国
幣
社
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

当
社
で
は
明
治
六
年
に
太
政
官
通
達
に
よ
り

國
幣
小
社
に
昇
格
し
、
古
来
よ
り
由
緒
あ
る

神
社
と
し
て
公
的
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
日
で
は
敗
戦
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
社
格

制
度
で
す
が
、
古
代
よ
り
連
綿
と
続
く
人
々

の
小
國
大
神
様
へ
の
篤
い
崇
敬
の
念
が
社
号

標
に
は
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

昭和４１年度一宮小学校卒業生による河津桜のご奉納（３月１０日）一宮さくら祭にてJFBによる華やかなフラダンス（４月5日）
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一

日

六

日

十
六
日

十
八
日

一

日

六

日

十
八
日

二
十
三
日

二
十
五
日

二
十
五
日

月
次
祭

本
宮
山
月
次
祭

甲
子
祭

月
次
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

一

日

六

日

十
八
日

三
十
一
日

三
十
一
日

月
次
祭

本
宮
山
月
次
祭

月
次
祭

境
内
地
譲
渡
記
念
祭

愛
宕
神
社
例
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

一

日

六

日

十
二
日

十
四
日

十
八
日

十
八
日

十
八
日

二
十
三
日

二
十
五
日

三
十
一
日

月
次
祭

本
宮
山
月
次
祭

鎮
火
祭

甲
子
祭

月
次
祭

滝
宮
社
例
祭

初
穂
献
納
祭

天
長
祭

煤
払
祭

大
祓
式
・
除
夜
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
後
三
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
一
時
半
）

（
午
前
九
時
）

（
午
後
一
時
）

（
午
後
三
時
）

十
五
日

十
七
日

十
八
日

十
八
日

甲
子
祭

神
嘗
奉
祝
祭・神
嘗
祭
遙
拝
式

月
次
祭

福
神
像
頒
布
式

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
時
）

一

日

三

日

六

日

七

日

十
五
日

十
八
日

十
九
日

二
十
一
日

二
十
三
日

二
十
八
日

二
十
九
日

月
次
祭

明
治
祭

本
宮
山
月
次
祭

山
神
社
例
祭

七
五
三
祝
祭

月
次
祭
・
稲
祭

疫
神
齋

地
鎮
祭

新
嘗
祭

奉
納
農
産
物
品
評
会

紅
葉
祭・山
芋
賞
味
会

も
み
じ
ま
つ
り

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
後
二
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
一
時
）

（
午
前
十
時
）

月
次
祭

本
宮
山
月
次
祭

月
次
祭

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝
式

御
柱
祭

敬
老
祭
安
心
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
半
）

一

日

六

日

十
　
日

月
次
祭

本
宮
山
月
次
祭

白
鬚
神
社
例
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
後
二
時
）

○
当
社
で
は
、お
子
様
の
命
名
を
申
し
受
け
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
〜
平
成
二
十
七
年
四
月
三
十
日

砂
川
　
景
吾
　
磐
田
市

小
久
江
柚
菜
　
磐
田
市

菅
沼
　
大
馳
　
浜
松
市

粕
谷
　
優
斗
　
掛
川
市

松
下
　
千
陽
　
森
　
町

鈴
木
　
　
蓮
　
掛
川
市

山
本
　
海
仁
　
掛
川
市

工
藤
　
舜
彗
　
袋
井
市

福
井
　
淳
生
　
掛
川
市

髙
城
　
　
奨
　
浜
松
市

菅
沼
　
弥
悠
　
森
　
町

山
﨑
　
達
矢
　
菊
川
市

田
﨑
さ
く
ら
　
島
田
市

松
浦
　
穂
積
　
掛
川
市

石
切
山
颯
汰
　
袋
井
市

高
木
　
　
伶
　
浜
松
市

福
山
　
桜
子
　
森
　
町

髙
林
　
大
峨
　
浜
松
市

松
田
　
瑚
子
　
掛
川
市

夏越大祓式お申し込み期間の特別授与品
「茅の輪守」（初穂料600円也）

夏
越
大
祓
式
の
ご
案
内

夏越大祓式「茅の輪神事」（平成26年6月30日）

　
夏
越
大
祓
式
（
茅
の
輪
神
事
）
を
六
月
三
十

日
（
火
）
午
後
三
時
よ
り
斎
行
い
た
し
ま
す
。

　
大
祓
式
と
は
、
一
年
を
二
期
に
分
け
て
半
年

ご
と
に
日
常
の
生
活
の
中
で
心
や
体
に
溜
ま
っ

た
罪
や
穢
れ
を
身
代
り
と
な
る
人
形
（
ひ
と
が

た
）
に
託
し
、
祓
い
清
め
る
日
本
古
来
の
神
事

で
す
。
特
に
夏
越
大
祓
式
で
は
、
茅
を
編
み
込

ん
で
奉
製
し
た
「
茅
の
輪
」
を
く
ぐ
る
神
事
を

行
い
ま
す
。
こ
の
神
事
は
奈
良
時
代
編
纂
の
備

後
国
風
土
記
に
記
さ
れ
た
神
話
に
そ
の
源
流
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
社
で
は
、
夏
越
大
祓
式
の
人
形
を
六
月
よ

り
社
務
所
受
付
に
て
授
与
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

当
社
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
で
も
ご
案
内
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

　
当
日
は
ご
自
由
に
ご
参
列
で
き
ま
す
。
神
職

と
と
も
に
お
祓
い
を
受
け
ら
れ
、
暑
い
夏
を
無

事
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
祈
願
す
る
祓
い
清

め
の
慣
わ
し
に
ご
参
列
下
さ
い
。

ち

ち
が
や

け
が

な
ご
し
の
お
お
は
ら
い
し
き
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平成27年6月1日第44号 玉 垂

平
成
二
十
七
年
六
月
一
日

「
玉
垂
」　
（
た
ま
だ
れ
）　

第
四
十
四
号

題
字
揮
毫　

神
社
本
廳
元
総
長　

工
藤　

伊
豆

発　

行 
 

小
國
神
社
社
務
所

郵
便
番
号　

四
三
七
ー
〇
二
二
六

住　

所
　

  

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一

電
話
番
号　

〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
六
七

印　

刷
　

  

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス　
エ
ム・エ
ス・シ
ー

「
小
國
の
杜
・
点
描
」

勧学祭にて新小学一年生による玉串拝礼（4月4日）

鳥居　禮画伯による
「陵王」が完成（4月1日）

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

巫
女
　
松
山
美
和
子

三嶋大社宮司矢田部盛男様　宮司就任の奉告参拝（4月29日）

大宝殿下の深山つつじ（4月12日） 境内に飛来した夏鳥オオルリ（撮影：野末昌稔）

㈲一十園ご奉納の赤松の植栽風景（4月28日）

（株）久米吉　倉島正三ご夫妻様によるご浄財の奉納（4月4日）

編

集

後

記

○
『
玉
垂
』
四
十
四
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
の
新
緑
は
四
月
上
旬
の
長
雨
の
恵
み
で
大
変
鮮
や

か
な
色
合
い
で
す
。
ま
た
、
五
月
下
旬
か
ら
六
月
初
旬

に
か
け
て
は
セ
ッ
コ
ク
の
花
も
咲
き
揃
い
、
ラ
ン
特
有

の
優
し
く
甘
い
香
り
が
フ
ワ
ッ
と
漂
い
ま
す
。

○
夏
鳥
の
季
節
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
宮
川
奥
に
は

様
々
な
種
類
の
野
鳥
が
飛
来
し
ま
す
。
早
朝
に
は
サ
ン

コ
ウ
チ
ョ
ウ
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
是

非
、
爽
や
か
の
朝
の
ご
神
域
を
散
策
し
て
下
さ
い
。

表
紙
写
真
に
つ
い
て

◯
平
成
二
十
七
年
四
月
十
九
日
撮
影

　

巫
女
舞
を
ご
奉
仕
す
る
お
子
様
方
の
神
妙
な
面
も
ち
が

大
変
印
象
的
で
し
た
。


